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爾 藩 鯉 、

マ
ル

ク

ス
氏

航麻
剰

】慣
値
罫
説
の
評

論

.

我
邦

の
所
得

税

を

論
ず

.
・

奴
隷
制
と
賃
労
働
制

…

累

進
税

の
根

…糠
に
就

い
て

植

民

政

策

上

よ
り
観

た
る
委

任
統

治

・

小

作

制

と
小
作

法

肚

會

の
團

結

の
減

衰

・

・
「.
・

海
運
に
於
け
る
競
争
と
濁
苧

蕾
尾
張
藩

に
於

け

る
地
割
制
度
ダ」

財
産

税

と
国
富
統

計

・

開
城
簿
記

の
起
源

に
就

て

・

陸
墨
博
士

法
學
博
士

注
學
博
士

注
學
情
士

注
學
博
士

注
學
博
士

文

學

士

法

學

士

農

學

土

注

學

士

注

射

士

田

島

錦

治

瀞

戸

正

雄

河

上

肇

小
川
郷

太
郎

山
本
美

越
乃

河

田

嗣

郎

高

田

保

馬

小

島
昌
太
郎

奥

田

-
或
-

汐

見

三

郎

大

森

研

造



祀
會
の
国
縫
.の
減
慶

第
十
四
巻

(第

「
號

一
四
四
)

「
四
四

＼肚

會

の

團

結

の

減

衰

高

田
.

'保

馬

藺

部

分
肚
會

の
錯
綜

ρ

一
文
化

の
獲

蓬
ぽ
同
時

に
部
分
肚
曾

の
間
断

無
き
分
化
を

俘

ふ
。

分
化

に
よ

り
て
成
立

し
た

る
多
数

の
肚
會

は
相

並

び
存

立
す

る
が
此

共
存

の
姿

は
云
ぱ

ご
肚

曾
的
錯
綜

(
∩
。
h=
℃
琴
益

2
・
㎝。
。
芭
り
)
で
あ

る
。
即
ち

一
人

は
多

数

の

証
曾

益

す
・
葬

霧

箕

麗

員
の
範
圏
を
そ
れ
ぞ
れ
異
・
す
・
・
吐
蕃

露

綜
の
詮

立
入
り
て
分

…
析
す
・
壁

他
・
機
曾

於
・
・
聖

た
る
が
和
ぐ
・
略
ぽ
次
の
如
き
形
三

亀

瀧
會
の
分
業
状
態
を
見
る
に
、
殆
.ご
す

べ
て
の
成
員
の
仕
事
は
無
意
識
的
協
働
の
關
係
に
立

つ
、
比
湿
乱

せ
る
間

一
に
あ
り
て
、

一
部
分
の
成
員
の
仕
事
の
み
は
整
序
せ
ら
れ
組
織
せ
ら
れ
て
意
識
的
協
働
を
形
成

七
て
居

る
。
所
謂

無
政
塀

態
に
あ
・
肇

界
の
中

に
工
場
的
分
業
の
み
竺

定
の
秩
序
を
保

つ
。
之
箱

似
、た
る
事
が
部
分
肚
會

の
錯
綜
の
間

に
も
認
め
ら
れ
る
、
原
則
ご
し
て
部
分
肚
會
相
互
の
間

に
は
別
に
何
等
認
む

べ
き
組
織
も
存
在

せ
す
、

…

姦

・
審

が
錐

已

・
相
共
存
・
袈

叉
…

蕎

・
於
け
る
聚

の
統
制
作
用
の
窪

の
'〕
忌

姑
く

～措
一
。
た
∫
若
干

の
部
分
肚
會
相
互

の
間
に
は

【
定
の
粗
織
が
保
た
れ
る
。
而
し
て
そ
れ
ら
は
伯
農
此
組
織
の

[

窒

■



羅

に
て
あ
り
な
が
ら
、
組
蟄

外
・
地
盤

愈

薙

・
・
關
係
・
於
・
相
交
叉
す
る
・
守

る
羅

塞

説

」
.
、
。
た

る
事
あ

る
が
如

く
、
次

の
こ

の
形

態

の
何
れ

か
を
取

る
。

、

一

笙

形
態
。
部
分
ご
も
見
る
ぺ
・
肚
富

ち
大
な
・
肚
會
嬉

・
て
藩

的
地
位
・
立
つ
諸
の
審

が
蕎

能

　的
に
相
並
列
す
る
。
罪

機
蕗

韮

列
す
芸

ふ
莫

讐

於
塁

間
的
・
並
列
す
英

書

妨
げ
発

例
へ

　ぱ
、
黎

、
府
縣
、
郡
、
町
馨

は

一
・
羅

・
・
せ
・
も
の
で
あ
・
が
・
・
の
ヰ
例

へ
ば

一
の
腎

麓

す
る

皿

難

は
並
列
す
砦

・
、
・
の
釜

は
決
し
て
罐

の
歴
別
・
　

事
・
無
・
・
一瀬

萢

域
の
差
.異
に
よ
る
・一

.

蕩

馨

が
叢

方
曼

部
こ
も
見
・
べ
き
地
方
的
羅

　

成
立
す
・
姿

・
亦
同
様
で
め
る
・
町
村
の
農
塞

縣
の
蕃

。
撰

の
如
・
亦
黙
り
。
然
砦

も
非
機
露

並
列
・
事

し
も
蕎

的
並
列
・
非
す
・
無

援

磯

の
難

の
如
き
、云
は
ゴ
篠

的
の
も
の
に
、
て
地
欝

の
も
・
で
は
無
・
.比
重

形
態
塞

罐

露

坐

「啓

の
何
れ
。
も
通
じ
て
認
め
ら
・
・
も
の
で
あ
・
が
、
特
・
基
礎
巷

・
於
て
墨

な
る
嚢

を
孕

る
・
而　

「し
て
奈

色
揚
の
關
係
が
た
ゴ
一
段
に
止
ま
ら
す
、
姦

の
段
階
・
亘
・
の
を
其
嬢

手

・
・
螢

「形
態
に
あ

　
、
て
は
麓

的
地
位
呈

っ
謹

會
が
云
は
・
機
詣

・
分
辛

・
。
帥
ち
香
嚢

の
分
立
の
根
葉

幾

の
差

異

血
縁
の
糞

。
在
せ
す
し
て
、
讐

の
内
容
の
差
署

存
す
・
。
種
・
な
・
毅

の
各
羅

霜

合

一
し
て
企

画
的
.鍍

團
讐

作
る
場
合
の
如
き
、
器

蓼

な
・
欝

馨

一

・
れ
・
肇

の
線
・
浴

'ふ
夏

用
す
る
道

…
具
の
替

滑
念

に
論
讐

一

が
相
A
.し
・
禽

要

・
全
地
方
内
・
聲

・
蕩

團
讐

形
成
す
る
場
合
の

…
油
倉
の
.團
結
の
婆

第
+
四
岩

(第

一
號

一
四
五
}

一
四
五

●



…

碁

盤

結
の
婆

第
+
四
巻

(第

一號

壺

ハ
)

西

六

趣

、
れ
で
あ
・
。
此
第
二
形
態
は
、
春
雷

の
機
能
の
内
紫

、
霧

雲

へ
婿

祭

れ
書

は
云
ふ
む

…
、
、
同
範
園
の
も
の
に
旙
す
る
か
、
然
ら
す
し
署

し
轟

園
を
異
に
す
・
か
に
　

て
二
分
し
得
ら
ゑ

と

…

讐

、
武

勲
に
論
及
芋

。
叉
麓

・
地
位
に
み
・
肚
書

之
・
包
攣

三

聾

者

へ
訟

美

駐
留

の

皿

霧

的
關
係
。
就
・
て
は
、
別
の
馨

・
於
て
需

を
加
へ
た
・
が
警

藪
暑

略
す
・
・
.

さ
て
部
分
審

の
不
断
な
・
分
化
髭

の
如
一
に
し
て
肚
會
の
錯
綜
の
程
度
を
益
々
高
め

る
異

に
・
.数
多
の

暮

の
中
に
は
云
は
ゴ
同
重

岡
・
圓
の
如
・
撰

呈

・
.
詮

曾

小
器

を
無

・
て
蕎

に
霧

の
姿

.

を
口琴

る
も
の
が
め
・
。

.此
二
の
事
象
が
耽
.會
の
團
結
を
考
ふ
・
上
に
於
て
轟

な
・
意
撃

有
書

信
誉

れ

る

訴

の
暑

の
考
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
部
盆

會

の
錯
綜
、
或
は
部
盆

曾

の
思

興
野

羅

が
著
し
く
駈

會

の
團
替

寄
興
す
・
.
從
ひ
て
ぐ

る
意
見
に
の
み
從
ふ
時
は
、
部
盆

會
雰

化
捧

ひ
て
霧

の
賛

は

奮

は
b
来
る
患

は
れ
・
。
此
精
強

果
し
て
理
論
的
髭

當
の
も
の
な
り
や
如
何
・
こ
の
事
を
+

翁

な
ら

一

め
む
が
爲

に
は
、
眼
を
此
肚
會
の
錯
綜
ε
共
同
心
的
組
織
の
外
更
に
置
き
臨

に
若
け
る
必
要
が
あ
ら
う
・
`

二

肚
會
の
團
結
愛
動
の
問
題

文
化
の
漸
次
に
窪

し
郎
君

會
の
分
化
愈
進
む
に
連
れ
て
肚
會
の
團
結
は
必
ず
、や
受
動
し

よ
う
・
而
も
此
受

動

の
方
向
が
或
は
其
強
度
の
増
㌍

あ
・
か
其
減
衰
に
あ
・
か
.
薯

の
見
解
基

く
二
箱

分
戦

域
は
蓄

,



…
加
を
警

し
或
。
其
婆

を
圭
摩

・
。

孟

ソ
・
・
、
デ
孟

…

薯

の

一
例
に
し
て
・
プ
ア
・ク
ソ
ソ
ノ

ン
早

ス
の
如
き
は
薯

に
學

ご
考

・
得

ら
れ
・
.
碁

聖

見
誘

豊

す
島

な
き
問
題
に
躍

の
答
を

選

む
が
爲
に
は
、

一
・
の
肚
會
・
團
結
茎

朧

會
・
團
替

を
募

・
て
見
な
・
れ
ば
　

慮
・
審

の
定

儀

を
如
藻

に
考

へ
・
・
せ
.よ
、
之
を
し
て
+
分
需

的
嚢

・
・
し
・
む
が
爲
・
・
包
括
的
な
る
も
の
毒

す

講
は
、
種
　

る
馨

が
す
・
て
其
中
に
入
豪

・
.
所
鰹

薯

謹

馨

・
再

眼
中
に
直
管

し
全
膿

　難

耀
諜

羅
羅

懸
蘇遊
離

暴
露

樋

.一、
・q
.コ

。
ミ
.・。。.,
コ
,
。
・・,穿
。嵩
)
・
亦
撚

り
.從

・

荘

會

・
團
結

・
霧

・
高

・
諭
せ
む

三

,
る

に
當
り

て
は
、

-、
れ
ら

。
種

々
な

る
も

の

に

つ
い
て
、
別

々
に
黍

・
下

す
必

要
寛

・
.

蓋

-
舞

の
蓼

な

る
鍔

の
も

の

嚢

團
蒙

・
に
於
て
皆
同
男

向
・
需

・
辿
…

信

・
得
べ

・
舞

・
纏

も
存
奪

ぎ

が
故
で
あ

一

「る
.
從
ひ
て
私
は
問
題
和
三

に
分
・
鍵

・
認
・
・
.
第

一
、
種
・

　

部
註

會
・
蓑

て
縫

多
の
個
人
的

盗

馨

的
蓉

。
、
文
化
・
鬱

す
・
に
伴
・
從
ひ
て
部
盆

會
・
詫

・
俘
ひ
て
・
蔽

嬉

減
の
何
れ
の

㎜
方
向
・思
ε
・
か
。
第
二
、
同
様
　

渦
程
悸

ひ
て
、
紫

・
・
盆

落

人
的

馨

　

攣

る
全
艦

含

の
固
結
は
増
加
す
る
や
否
や
。

…
此
等
。
問
題
。
欝

ぜ
與
・
・
に
先
だ
ち
、
携

的
考
察
・
要
す

・
・
團
蕾

饗

が
誓

よ
り
て
測
定
せ
ら

肚
會
の
團
結
の
減
衰

第
†

四
巻

(第

.[
號

「
四
七
)

「
四
七
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一

書

の
羅

の
婆

筆

四
登

第
.垂

四
八
)

更

「る
ふ

。
問
題
。
あ
る
.
.、
の
測
定
の
馨

饒

・
他
・
欝

・
於
・
述

べ
た
る
が
如

く
・
デ

ユ
ル
グ

ム
に
よ
b

一
一
…て
、
肚
會
羅

の
『
破
ら

る
}
舞

さ
』
暑

・
・
れ
・
居

・
.
私
・
・
の
豪

根
誓

於
て
は
否
認

し
な

い
、
た

」
y
一ア
。
。
ケ
。
の
如
く
、
之
を
以
て
憂

の
地
域
團
讐

脱
離
・
て
生
活
・
・
羅

多

形
芋

・
肚
會
を

讐

講
談
蠣
甥
鶴
麟鎚

難

纏
簸

難

燃麟

く

壷

の
蕩

的
馨

ご
見
る
・
き
も
の
で
　

.
從
ひ
て
別
・
云
挙

積
欝

響

も
見
る
べ
き
も
の
を
認

識
難

麟
難

籔

助籍

難

㏄耳轡

灘

蝋

漉

に
成
員
だ
る
個
人
に
謝
し
て
賢

蓼

要
し
、
個
人
・
容

・
得

自
己
・
利
害
を
墾

　

ほ
費

措
愚

.

論
る
、
此
舞

は
,
れ
が
轟

的
の
も
の
で
あ
・
聾

個
人
の
側
・
・
見
・
震

讐

献
身
・
忠
順
(.　

.
コ
n
。
、
ユ
。
<
。
。
。
昌
、
.
。
鷲
.
..鴇
)

・

し

て

考

・
・

れ

争

・

・

バ

・

は

明

見

事

・

説

・

て

居

る

・

謂

へ
ら

く

・

コ

～の
剃
髪

は
結
肚
の
力
は
之
よ
り
利
益
を
～

・
個
人
華

・
轟

拘
束
・
一

て
測
定
せ
ら
れ
る
・
そ
れ

」は
人
格
の
上
に
深
き
姦

の
要
・
・
加
ふ
・
壁

肇

且
・
永
欝

・
…

竪

蒼

馨

の
カ
は
護

員
の

廠

身
の
程
度
に
悉
す
る
、
幾

度
は
成
員
の
入
筆

馨

・
存
在
高

.藝

・
れ
る
程
度
で
あ

る
」ゲ

留
意

.

。

。
,
は
、
此
献
婁

経

會
・
律

す
・
事
・
選

が
個

・
の
肚
會
・
團
難

度
の
測
定
肇

で
あ
る
に
し
て

2)

3♪
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崎

、
全
簾

會
の
そ
れ
で
あ
り
得

、
る
事
・
め
・
。
盤

・
全
盤

會

の
團
結
の
甥

方
向
を
論
ず
る
に
當
り
詳

.

議

し
た

い
ε
思

ふ
o

…

"

、

一

…
三
.

各
團
結

の
弛
緩

一
全
艦

會
の
團
結
の
霧

が
如
何
・
る
方
向
を
{

憂

動
す
・
か
を
蒙

・
発

だ
ち
・
詮
両

部
答

ま
る

=

。
の
團
結
、
望

す

べ
・.の
部
盆

會
並
び
摘

人
間
の
蓉

の
強
度
萎

化
の
蓬

捧

ひ
て
緩

何
れ
の

濡

を
ご
る
か
げ
明
に
・
・
い
患

・
。
嚢

・
閲
す
総

論
の
み
姦

・
述
詫

ぱ
・
す
べ
て
の
固
結
は
翫

。
し
て
禦

。
霧

し
ゅ
≦

き
運
命
を
有
す
・
。
個
・
の
場
食

就

い
て
、
叉
讐

時
期

に
就
い
て
は
例
外
も

㎝
め
り
得
る
が
、
蒋

竺

般
の
方
向
を
の
み
聾

す
・
事
勿
論
で
あ

・
.
此
縫

の
大
鷲

傾
向
に
關
・
て
は
他

一
の
機
會
に
於
て
評
論
し
π
る
事
あ
る
が
故
に
、
今
私
見

の
大
略
の
み
を
述

べ
る
。

先
ゴ

,
べ
て
の
統

爵

固
結
堅

b
部
註

曾
.・
就
・
て
考

へ
・
。
合

壁

加
麦

化
霧

達
・
分
業
の
羅

.

化
、
藩

的
塞

の
鍵

妄

ふ
が
如
三

聯
の
嚢

の
進
み
行
き
捧

ひ
て
部
註

會
の
上

に
次
の
如
憂

動

塞

す
る
.
笙

に
昔

す

べ
・
・
同
笹

・
減
少
・
あ
・
・
例

へ
ば
曲・
日
・
氏
斐

は
郡
蓼

倉

の
聚

ε
.

…
を
比
較

せ
よ
、成
員
の
分
化
、
並
び
に
異
な
れ
る
肚
會

の
融
合
或
は
征
服
の
結
果

ε
し
て
合
成
.員
を
通
す
る
類
似
の
.

撰

暑

し
、
失
。
れ
・
居
る
.
砦

實
が
類
似
…

署

姦

衰
せ
し
・
た
・
事
書

難
い
・
第
二
・
罐

馨

の
羅

の
婆

・

第
.+
饗

(第

一號

西

九
)

西

九

■



」

肚
魯
の
團
。
の
減
衰

奮

・

・第
垂

五
・
二

吾

一
の
減
少
で
あ
る
。
部
分
肚
曾
が
間
断
な
券

化
す
る
に
連
れ
て
す

そ

の
霧

は
饗

其
機
能
を
小
分
し
て

}
部
.
　

一
を
保
つ
ご
云
垂

幕

ら
な
け
れ
ば
な
畠

。
勿
論
新
し
き
機
能
・
　

て
新
し

き
部
分
肚
禁

戒
辛

る
事
も

多

・
、
・
摯

、も
古
き
霧

の
罐

も
饗

・
失
は
れ
循

。
他
の
揺

・
し
三

襟
奄

ば
・
籠

の
議

は

　團
結
・
霧

・
増
摯

…

、
批
難
青

し
・
・
部
盆

會
襲

を
信
ず

べ
き
理
由
が
あ
る
・
第
三
証

會

　欝
馨

薫

物
賄終

だ縢
難
難

駅風騒
∵

て

て
自
ら
團
結
を
弛
緩
せ
し
め
る
.
第
四
、
外
部
の
蕃

に
掌

宥
關
係
・
叢

・
・
・

・
・
…

-
.
成

瀬

二員
の
分
化
、
文
化
の
獲
蓬
捧

ひ
て
外
部
の
肚
會
の
盛

暑

の
接
禦

加
は
り
蕎

新

衣
鐘

形
親

和
あ

㎎

　
・
が
進
・
.
輩

か
・
し
・
・
部
・
團
結
・
善

・
弛
・
・
轡

　

　

れ
ば
な
亀

蓋
し
・
内
部
の
結

跏

A・
ε
外
部
島

す
・
結
會

霜

琵

倒
す
・
の
空

殻
の
原
則
論

・
得
ら
れ
る
か
ら
・
あ
る
・
第
五
・
監

隣

の
成
員
間
に
存
す
る
個
人
封
個
人
の
結
合
帥
ち
馨

的
の
蓉

の
羅

が
髭

欝

謬

・
て
弛
緩

・
・

軸

一
む
る
作
用
を
有
す
、
但
混

雑
の
讃

は
・、
れ
を
後

に
譲
ら
　
患

ふ
。
恐
ら
-
ぱ
此
他
に
な
ほ
製

し
得

べ
き

鳳

…
が
、・
・
て
此
等
の
叢

・
の
す
・
て
天
竺

誓

言

・
部
盆

會
醤

禦

・
纏

・
幕

・
辿
者

く
∴
.

…
基
礎
肚
會
も
派
生
肚
會
も
比
熱
に
愛
り
は
な

い
。
た

穿
基
礎
蔵
會
に
め
り
て
は
同
質
性
の
減
少

に
よ
る
影
響
を
蒙
.

㎜

・
轟

辱

、
薙

禽

團
譲

度
・
減
衰
・
機
能
・
小
分
に
負
毒

格
別
暑

寒

ふ
が
如
く
・
諸
の

胴

9



禧

か
ら
來
.る
籔

.の
程
度
に
レ
、れ
ぐ

糞

あ
・
だ
け
・
…

嘗

て
は
・

こ
れ
を
結
合
定
量
の
懲

に
よ
り

一

、,
、離

沈
、
蓉

の
定
量
蓋

多
あ

部
盆

會
・
益

せ
ら
・
・
が
警

客

の
黙

は
漸
書

地
響

ざ
る

　
ろ

　を
蟹

ジ
ず論

じ
た
・
が
、
倉

な
髭

見
窶

す
て
・
れ
ぎ

、
今
詳
論
芋

・
望

の
演
欝

推
論
は
ま
た
之

　

～縫

針
響

麟

　騙
か離
籍

聾

龍諜

編
酌獣
筋

筋
講

儲
鱗

離

瀦
霧
駐薩
準

難

輪
編
濫
繍館

霧

,
も
存
立
、
て
る
た
、
今
日
の
審

、
蕩

組
A、は
・、れ
・
死
毒

真
結
盆

錘

・
・
ゐ
・
.
更
・

進

み
。
、唱

嚢

経

の
如

・
極

め
て

示

■募

の
關
係
・
　

て
團
結
し
云
は
・
矢

肇

保
留
し
て
關
興
せ
し

　
・
ざ
・
肚
會

の
如
・
は
以
前

に
於
て
畿

立
の
慧

だ
も
せ
ら
れ
ざ

り
し
所
で
あ
ら
う
・

…

瞥

て
個
人
嵩

人
。
蓉

、
印
・
靉

靆

書

名
・
乏

・
の
が
文
化
・
建

・
件
ひ
て
如
何

・
・
轟

を
蒙
れ
、
か
霧

へ
な
け
れ
ば
な
轟

。
・
れ
・
就
い
て
留
意
す

べ
き
縫

會
的
密
度
の
作
用
で
あ
る
読

み
に
大

蒋

内
。
の
蔑

。
の
個
人
・
蓉

ざ
農
村
の
個
人
的
蓉

　

比
撃

・
、
何
れ
が
謄

・
・
親

が
諌

・
か

は
舞

。
明
白
で
あ
ら
う
。
而
し
て
,、
れ
は
芒

、
肚
禽

密
度
の
翼

長

ふ
薯

へ
ら
懇

・
此
密
度
菱

花

の
蓬

捧

ひ
て
加
は
・
堅

、、
私
共
は
盆
多

-
の
人
・
撰

鰯
し
な
け
れ
ば
な

ら
野

業
に
・其
接
攣

る

一

書

の
国
詰
の
減
衰

第
+
四
巻

(笙

號
.
一
五
『
)

一
毛

響

6)杜 會畢原理一 〇三三頁 以下

、



…

馨

の
羅

。
婆

第
+
四
巻

秀

「
竺

五
一ご

【
五
二

指

手
が
頻
繁
に
更
撃

ら
れ
ケ

。
・、
の
事
が
二
・
影
響
を
・
・
.

「
方
・
於
・
か
一

叢

の
人
々
あ

緯

。
相
手
に
掌

る
結
合
を
馨

、
、
し
め
得
す
、
即
ち
藷

茎

活
・
些
禦

・
方
衙
・
吉

止
・
・
事
多
・
が

　
爲
に
、
・
・
.蕾

、
て
愛
着
・
馨

を
告

讐

が
故
…

。
他
方
・
於
・
嘗

に
於
け

る
興

的
蓉

の
親

密
・
は
響

、
覆

、
風
俗
・
如
薩

會
畢

重

事
萎

あ
る
・
然
る
緩

蘇

度
の
鐘

接

齎
す
る
相
手
・
頻
警

・
更
改
・
　

馨

・
入
・
の
相
互
的
監
覗
を
ゆ
る
め
・
喬

謂
傳
蒔

容
を
混
和
山父

…

琴

・
む
る
事
に
・　

て
其
獲

・
畿

…

.
・
を

肚
寓

拘
束
竺

般
に
衰
へ
裳

を
得
す
・
個
人
關

一
係
の
馨

さ
は
自
ら
晃

・
.
更
莚

み
妻

・
・
証

欝

欝

・
嘉

盛
蹴
婁

烈
し
か

ら
し
め
分
萎

.

促
攣

る
.
相
・
・
蕃

の
烈
し
・
藁

・
仕
苦

闘
す
・
人
・
の
交
渉
童

ハ
は
張

質
的

呆

必
饗

る
部

努

を
取
り
長
り
、馨

　

隣
饗

し
て
非
甫

件
・
去

關
響

・
し
て
の
み
擁

・
む

る
量

る
・ま
募

.

業
の
蓬

緩

々
な
る
方
面
に
於
・
た
y
用
件
の
上
・
於
・
　

は
響

の
交
渉
な
九

号

遠
隔

の
人
々
霜

一
關
係
せ
、
む
,る
が
故
に
、人
々
の
接
禦

自
然
・
一
方
面
曽

曾

、蕎

謀

・
よ
る
碧

の
之
を
彩
る
も
の
が

乏
、
、
な
る
.此
等
。
壽

は
姦

・
而
も
努

贋
き
藷

の
人
　

袈

渉
す
・
量

ら
し
む

・
逸

査

問

一
あ
關
係
。
云
は
y
盆
々
交
易
化
せ
ら
画

人
擁

牲
雰

子
が
消
失
し
行
-
。愛
着
の
缺
如
・關
係
の
霧

化
・此
二

㎝
つ
は
個
人
潜

入
の
蓉

の
摯

ゆ
垂

肇

あ
・
醤

思
は
れ
・
。
嚢

も
ま
蕪

A
・竃

の
浜
匙

　

て

説

明
し
得
ら
ゑ

し
ピ
早

解

、
も
、
ま

に
は
詳
論
芋

。
而
し
て
馨

的
蓉

の
弛
饗

恐
ら
姦

ま
た
・

7'羅i羅 繍 蔓灘 謙 塾 藷讐 藤 羅

,瀦 瀞 雛 ・Bougle,Lesriesr&eutesDurkheim's

響



継

鰻

飯羅

縫

縮飢耀
馨

鞭
諜

織
部罷

輝

擁

纏

麟

難
航陽
錘

縫

藍

鰭
恥ダ熱

　鯨
灘
雄

篇
韻鰹
縫
慧

驚
⇔暴

一[

て
弛
緩
す
る
大
勢
を
有
す
る
.
然
ら
ば
全
鵬
肚
會
の
團
露

何
・

・
傾
向
・
辿
進

茎

露

・
題
に

㎞
.撚

戻

る
髭

だ
ち
塗

黙
・
明
に
・
置
-
べ
き
も
・
が
・
・
.
義

・
同
心
的
難

・
中
・
あ
最

多
の
審

ひ
の
の
　

躍
藩

論

結
相
互
繍

係
で
あ
る
.

疲

最
.
多
の
部
君

霜

互
の
間
ほ

私
が
他
の
馨

に
於
で
述
壽

る
が
如

は

　

ヰ
　

釦硝顯

麓
影
鷺

擁

囎雛

講
難

締

鯖
魁
際論
騰

霊
鍵

～産

せ
。
る
の
み
な
皐

、
寧
・
積
樽

相
關
が
・
・
。
野

蛮

各
巻

・
固
結
は
相
助
長
す
る
も
の
に
し
て

し
の
カ
ぽ

…
例

へ
ば
詮

會
の
固
結

の
緊
密
を
架

・
事
は
や
が
・
・
れ
詮

會
の
緊
密

を
加
ふ

皐

で

あ
る
・

マ
ク
●
ド
ウ

簿
瀞

多

髭

黙
叢

も
明
白

に
説
・
て
居

・
。
其
見
警

よ
段

.

　,委

・
集
票

小
な

藁

囲
を
含
む
所

の
集

り

の

書

の
羅

。
婆

・

第
茜

巻

へ笙

號

妻

)

」
五
三
.

■



.

審

の
羅

の婆

・
+
四
竺

笙

竺

量

一茜

、画

の
組
織
に
恕

す
を
集
羅

情

(・
…

・

…
烏

豆

・
鵬
統
」
が
形
成
・
・
れ
る
・
各
集
團
援

大
せ
ら
れ

醍

る
自
我
蟄

の
藩

の
漿

ξ
奮

、
れ
る
、
・
し
・
詮

宵

掌

・
馨

・
之
・
包
括
す
島

実

胱
曾

摯

る
威
情
。
中
に
含
ま
れ
る
.「
か
を

緩

、
村
、
洲
、
國
金
聾

常
人

に
　

て
蓋

の

感
情
の
調
甜

鵬

症

の
禦

・
形
・
≧

.而
・
垂

方
量

す
る
戚
陸

努

縛

す
る
戚
情
を
弱
む
る
よ
り
も
寧

ろ
之
を
強

羽

る
。
例
,へ
ば
墨

人
・
生
活
に
あ
り
て
、
会

が
自
己
の
付
録

・
同
農

厨

村
の
防
響

當
る
妻

匁

添

、「此
屡

は
彼
の
嚢

的
懸

・
　

・
動
ぎ

Q
あ

み
な
ら
す
、

其
村
其
家
族
に
・劃
す

る
感
情

に
よ
り
て

欝

蕎

籍
鐸

報
講
難
懸

鞭

難
確勅

.

に
特
に
眞
。
あ
る
」
.要
す
宮

、各
岩

量

す
・
雲

の
藩

は
相
損
は
ざ
る
象

な
ら
す
・

寧

ろ

一
方
に
封
ず

「る
愛
着
の
馨

が
他
方
に
孕

る
そ
れ
・
助
長
し
、
・
心
・
羅

に
め
・
審

・
場
倉

髭

助
長
の
關
係
が
特

讐
鐸

鱗
鱗
鱗
剥欝
欝

」し集

軽
羅
謹
蝶

蝶

叢
訴鯵
難

戴

黙

■
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癬

欝

糎

謬

胴霧

購
響
臨
葛
讐

"麟

　

羅

に
立
。
謹

會
に
孕

る
・
團
戚
情
相
碁

間
・
議

欝

・
・
碧

が
存
在
・
て
一」
れ
ら
が
袈

ふ
も
の

　
霧
蕪
雑

講

恥効趣難

馨

.講

繕

欝
醗
.

せ
ら
れ
行
く
、
3

。
大
馨

に
邊

9
る
薯

・
小
答

爵

す
る
・
れ
箱

依
存
す
三
四
毒

死
こ
を
出
で

さ
る
様
に
見
え
る
.
集
團
戚
籍

互
の
間
に
少
-
・
審

が
同
心
的
羅

・
中
・
め
・
時
・
調
柑
の
存
す
芸

ふ

　辯
難

繹

製
塩謬

総
踊
理鴛

罐

妬罐

　な
い
ρ
・
バ
・
タ
、
・
・
イ
ト
・
於
・
・
國
舞

家

族
・
鍵

毒

馨

る
簑

の
爲
の
国
家
團
結
の

、融

魂

、
.、
れ
ら
は
比
周
.馨

に
封
ず
蔓

弥

・
・
調
・
・
窪

・
得
・
・
事
萌

示
す
る
も
の
患

は
れ
る
∴

嵌

に
、
小
春

に
野
、
て
成
・
の
灘

竺

全
讐

し
・
理
解
・
之
鋳

・
・
署

の
腰

姦

達
せ
し
め
て
の

叩

み

大
肚
會
に
針
す
る
愛
護

の
可
能
な
り
ご
云
・
嚢

・
て
奈

肱
會
・
團
結
が
相
客
挙

`
云
ふ
錘

嘲

.

奮

ら
隠
.
結
肚
的
傾
向

蔑

の
形
成
、
大
肚
曾
の
固
結
・
成
立
が
如
何
・
し
・
墨

・
か
・
此
等
の
獲
壽

㎜

…
的
考
察
は
如
何
ε
、
あ
れ
、
大
小
の
同
.心
的
巻

・
共
存
・

・
場
合
に
於
三

方
・
團
.菱

空

方
の
趨

穏

均

肚
會

の
團
結

の
衰
滅

第
+
四
巻

〔第

「
號

一
五
五
)

「
五
五



下
地打鍵

騨

蓄

　

ある㎡
して鹸

嚢

糞

レ

鞍
難
難

鱗
欝
糊灘
驚

～

.四

識

審

の
團

結

・

'

騰
灘
辮
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」肚
裏

父
は
結
肚
聾

、。.・.・
受
)ご
は
個
讐

　

ξ

　

相
・
反
す
る
の
み
無

し
て
相
並
行
す
る
も

…
の
旦

の
事
象
の
癖

に
外
な
ら
ぬ
.
警

審

性
芸

・
は
結
曾

て
あ
る
姿
・
悉

固
結
そ
の
も
の
で
あ

ら

　う
、
從

ひ
て
霧

化
(
・,。
..騨
。
m四
.
。
富
)
は

(9
自
・
量

・:

…

　

=
蚕

・;

憂

:

}

言

　

Φ
恩

讐

囎

灘

　　　雛
簾
…澱韓

鬱
鬱

　購

　巌
餐
畿

雛

酵
繋

q鑑
誕
藷
羅

難

一

群

硫鰻

爆

縮

繍

螺羅

糠
総

嫁

故でめ発
彼摩

㊨肚

灘
羅
羅
鱒
聾

第
十
四
巻

(第

「
號

一
五
七
〕

一
五
士



～

書

の
羅

の
婆

第
†
嬰

塗

・
.実

二

五
八

囎

似
せ
る
羅

に
.・
-
て
結
束
・
ら
る
・
諸
・
奪

肚
會
淫

、霧

饅

階
・
攣

暮

す
る
時
・
明
見

事

が
認
。
ら
れ
る
.
此
の
如
く

」、切
の
固
結
葺

霧

契

塾

　

事
・
認
・

ら
る
玉
に
拘
は
享

麦

化

、曇

蓮

に
件

ひ
て
審

連
帯
、
叉
.経

會
性
・
馨

の
養

し
得
ら
る
、
も
の
、

「
に
部
分
肚
曾
ご
全
艦
肚
曾

ご

　
一
の
匠
.別
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

澱
..
審

・
團
結
・
増
加
・
・

茎

笹

書

關
・
て
の
み
立
琶

得

舟

能
の

瀟

が
。
、
。
一ア
蒐

ケ

・
、

・
・
二

・
の
轟

も
亦
比
企
讐

宵

關
す

る
も
の
で
あ
る
.

一

　総

藻
難

鐸

等鮮
飢鍵

縫

糠
鐵

嚇儲雑

一

積

よ
り
成
る
、
撚
れ
ご、も
革剛
者
の
襲

は
決
し
て
讐

・
結
束
・
箭

藏

轡

見
る
・
き
も
の
に
非
す
・
薯

「の
組
客

。
方
の
中
に
存
す
ご
認
め
得
・
れ
・
.
・
齢

・
部
書

會
・
個
人
的
蓉

異

に
文
化
の
窪

捧

へひ
て
弛
緩
す
る
事
明
な
を
に
拘
・
・
す
、
塗
讐

・
弛
緩
・
す
養

・
れ
・
進
み
で
は
番

の
度
を
加
ふ
『

…
　
ま
で
信
じ
得
ら
る
玉
籤

で
め
る
.
例

・
ば
各
人
が
其
家
隻

・
其
篇

・
地
方
膠

・
爲
に
献
身
慧

順
を
捧

《

マ、
。
よ
、
而
、
て
國
箋

は
蓋

・
團
結
に
勤
し
て
雫

べ
・
響

・
劣

藁

享

愚

響

へ

家
族
叉

」は
地
函

膿
ε
云
ふ
が
如
き
募

霧

の
固
結
・
震

毛

・
・
蜜

　

・
而
・
そ
眉島

は
ら
す
国
家
の
團

結

は
却
り
て
著
し
く
危
く
廿
-ら
る
玉
の
を
思
は
　

れ
ば
・
島

.
碁

聖

・
盆

會
の
羅

墨

讐

會

}

の
團
結
ε
は
相
舞

。
・。
も
の
に
斐

姑
西

人
・
・
繊
欝

團
結

・
・
墓

議
論
・
外
に
置
く
巳

て
も
)・

,



　

」。
れ
薯

が
堕

的
結
A、
に
・
覆

喬

種
差

・
蓉

・
錯
綜
盆

・
自
然
の
結
果
で
あ
る
・
從
ひ
て
固
結
の

礎

。
測
定
。
ら
る
・
き
鑓

が
二
季

通

・
て
里

　

を
得
・
・
事
實
が
あ
る
・
此
肇

に
は
前
に
述

べ
た一

…
る
が
如
,曳
鵜

。
。
も
の
こ
、
積
極
的
の
も
の
　

考

・
得

・
、
露

文
・
曇

・
ガ

・
蓬

せ
翻

る
事
の

鎌

錠
暴

づ.難

響

嬬
難

難

・齢
・総

総

…
～
企
罐

的
番

こ
し
て
存
在
し
た
る
時
に
砂

て
、
而
し

て
個
.人
・
人
肇

撰

・
人
肇

冑

哭

し
た
る

が
如
、
に
さ
.
見
・
要

る
時
に
於
・
、
轟

漉

す
・
個
人
・
燈

・
其
蟹

遷

す
る
・
免
震

族
の
臨

茎

牒

會
。
鵠

ご
し
て
見
ら
る
薩

・
薯

・
團
結
・
亦
極
熱
・
達
・
・
居

る
・
然
る
に
・
霞

に
支
那
の

誓

農

。
重
す
る
國
に
於
・
或
血
縁
膠

例
・
ぱ
倭

鋳

す
・
言

の
懸

が
同
倦

極
量
嬉

し
守

`

せ
よ
、
累

。
謡

。
以
て
劃
ら
る
＼
識

馨

の
團
結
・
如
何
.芒

霧

疲

筒

ひ
て
捧
ぐ
患

嬰

譲

審

の
螢

を
測
定
三

・
錐

な
b
喜

ば
、、
藤

・
れ
・
磐

緊
禦

2

見
な
け
れ
ば
な
ら
漁
・
然
る
に

厨

は
ら
ず

、
妻

に
於
け
・
謹

審

棲

め
て
脆
響

・
羅

・
保
・
遍

ボ
　

で
あ
ら
う
・
こ
れ
前
述
の

積

極
的
標
準
が
共
用
を
な
要

る
所
以
で
あ
.る
・

弦
に
於
。
、
團
結
雰

離
の
峯

に
よ
・
軽

易
・
三
蚕

纏

的
漂
蕩

み
莚

る
・
然
る
に

マ
ヵ
ニ

ア

は
比
熱
に
關
』
」
云
ふ
、「
護

麩

そ
骨

盤
は
各
楚

・
要
求
が

・
れ
・
人
格
鋳

・
て
與

へ
得
る
所
の
も
の

瓶
會
の
囮
…結
の
減
衰

第
十
四
巻

(第

一
號

「
五
九
}

一
五
九



　
お
す
の
　
お
の
　
　

欝

+
四
巻

(第

一
號

=

ハ
O
V

=
ハ
O

に
萄

著

程
度
に
億
じ
て
強
い
.
か
毛

嚢

員
・
各
漿

・
調
…

從
・
・
、
生
命
の
完
全
な
る
調
智

護

ご
に
到
挙

る
」
皿
謂
ふ
・心
は
、
・

・
黙
・
存
・
・
.
響

各
募

砒
酸

・
れ
・
れ
固
有
の
誰

を
有
す
る
、

一
　
一
然
る
に
此
固
有
の
地
位
を
越
え
た
喬

圃
呈

・
登

、
成
量

・
・
固
有
・
鐸

基
く
以
上
の
要
求
を
敢

霧

る
腓
、
全
艦

會
の
結
束
は
響

、
・
ゴ
各
部
註

會
が
・
れ
・
撃

・
機
撃

螢

そ
れ
に
基
く
丈
の
要

求
。
賢

の
上
に
加
ふ
る
塒
そ
・
羅

は
薔

で
穿

.
か
毛

払
・
認
・
・
質

物

新
　

肇

藷

め

　憾
貸鑓

窮

韓
圃讃

黙

羅

蕪

曾擁
.

-、　鞭
欝

欝
糊燃

欝

鐸

　

「易
に
部
分
筆

成
手

∪得
る
に
及
・
ば
か
の
團
鍍

嘉

…

撚
れ
・
も
試
み
に
最
善

　

結
亀

・

一
々
保

ち
た
践

族
の
窪

し
た
る
號

冷
恵

・
、
美

族
・
語

を
以
・
限
・
れ
・
塾

笹

會
の
團
結
は
部
分

ゆ

繕
　繋

　謙
輔灘

　灘

鑑
識
　

,



瑚
難

郵

懲

轄

藤

腓
儂
ぜ
が
比
例
す
る
程
度
」ご
一、…

は
垂

・團

鞍
鎌
糠
籍
織

◎
騰

　黙
　轍
鱗
雛
難

簸

耀

蹴

　

轟
鶴
靉
靆灘
雛

第
+
四
巻

(第

扇

=
ハ
ご

=
2

・
羅

蕩

　

一

　

　

　

へ
ば
　

籍

雛

犠

質
　、凄
有
す
ろ
濡

は
、
す
、
此
呑
舟形
態
に
…
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一

審

の
團
結
の
婆

・
嚢
.

露

華

杢

二

夫
一[

一
一
あ
る
.
此
二
種
の
團
結
の
死
れ
み
・,又
・
相
・
・
種
　

・
組
合
　

去

て
奪

會
の
餐

鋤

く
も

濠

り
或
緩

く
も
な
る
一.此
組
A・せ
が
美

の
饗

・
寧

・
が
啓

、・
詮

婁

描

入
籍

合
そ
の
も
?

　鰻

馨

羅
鰻

畷の。難
騨

讐
羅

翫
馨

恒蒔

怒

る
・
り
多
数
の
統

藷

葬

堕

・
團
結
・
間
・
蓉

が
分
散
せ
し

め
ら
る
寝

全
艘
肚
曾
の
團
結
は

震

螺

あ
る
、
而
し
て
双
化
の
獲
達
は
全
艦
肚
會
を
此
「
極
限
-
り
他
選

書

…

　

撫

灘

辮
　　
蜘灘
　謬
　　　　　

一
て
叢

に
成
立
し
塑
女
文
す
・
茎

ぱ
、
全
馨

が
二
三

・
郎
君

聾

莚

目
に
よ
り
雰

製
し
去

～、。
姦

き
事
が
無

.
。
嘗

て
些

た
・
蟻

的
結
倉

+
分
室

讐

堕

を
保
護
・
得
る
の
診

る
.
マ
ク
・
ド

ー
ウ
カ
.
は
明
に
庶

。
諾

し
て
居
る
.
其
所
見
・

・
れ
ば
、

露

威
情
・
動
・
す
れ
績

似
の
羅

を
享

一
る
集
團
に
繋

る
競
争
、
曇

の
態
度
和
促

・
む
与

・
。

-黙
れ
・・
も
人
最

多

の
茜

が
荏

質
及
び
日
的
に

…
よ
b
必
然
的
に
相
$
は
ざ
る
・
り
、

藪

ト
あ

・
團
・
裏

轟

與
・
・
再
入
の
纏

な
る
現
馨

に
於
て

,



…
各
人
に
於
け
・.
多
数
の
集
團
意
識
・
原
謬

・
霧

　

　

で
…

芒

.」れ
な
く
ば
・
而
↓
て
警

杯

に
茜

を
形
成
す

べ
き
自
欝

響

に
し
て
存
・
ざ
・
か
ヌ
縞

倉

乏
レ
昏

・
は
・
空
合

軽

業
膠

.

に
分
裂
し
、
各
擢

は
繁

る
凋κ
け
多

・く
・
藩

士
・
利
金
・
得
・
.・
し
函

欝

箱

貧

で
ゐ
ら
　
」
卿萎

.

に
於
て
を

る
傾
向
が
認
め
・ら
れ
る
の
で
あ
・
け
れ
ご

・
・
叢

・
部
盆

會
・
錯
綜
が
よ
く
ピ

る
危
険
を
防

'

正

し
て
居
る
。
私
は
進
み
で
思
ふ
に
、
・
送

春

・
誉

婆

す
・
ほ
墨

継

會
の
統

「
を
羅

　

し
め

一
る
、
若
し
減
少
す
る
喜

ぱ
・
三

・
霧

み
が
存
・
・
而
…

れ
が
愈

肚
會
の
盃
成
員
を
包
括
す
れ
ば

一
切
の
分
裂
の
危
険
が
癸

ら

れ
る
繹

で
あ
・
、
聚

が
往
・
に
・
て
他

・

一
切
・
部
盆

會
を
禁
歴
し
議

せ

一
し
め
む
与

る
政
策
を
ご
る
の
は
重
に
ぐ

る
謬

に
よ
る
.
少
警

・
部
君

會
の
存
在
茎

艦

會
の
笙[

.伊
紡

ぐ

る
事
髭

部
註

會
が

一
撃

場
A
.
に
於
・
・
が
㌍

、
審

の

一
部
分
の
成
員
の
み
を
包
括
芋

し
て

書

全
成
員
。
包
括
す

・。
場
A
.
に
於
・
・
亦
馨

。
各
墓

成
蓼

包
括
し
な
が
ら
而
も
別
々
の
部
盆

會

こ
し

　
一
て
成
辛

る
望

そ
れ
。
組

織
の
中
.心
を
拳

・
.
生
活
・
各
方
面
・
自
諾

作
用
に
よ
り
分
立
す
る
部
分

馨

が
自
ら
相
撹

す
る
勢
・
有
し
、
加
へ
て
此
組
織
・
忠

・
・
八
多

異
・
す
・
以
上
・審

の
重
心
タ
二

方

四

…
…の
部
分
笹

に
置
か
む
ご
し
て
、所
謂
・
馨

・
薙

會
・
支
配
・
爲

・
審

生
す
る
傾
が
あ
る
要

裂

瞬

、會
の
馨

如
き
は
著
し
ポ
例
で
　

.
…

　

・
…

に
於
け
る
国
家
茎

國
釣
竿
"
ド
あ

　

す

伽

ム

　

」、
.ヵ
』
る
關
係
の
成
妻

田心・
れ
る
.
全
讐

會
の
塑

嬉

す
・
砦

如
・
妨
ぼ

・
れ
ち
の
蒙

審

緑

島

肚
會
の
團
結

の
減
衰

第
十
四
巻

(第

「
號

=
ハ
.三
)

一
六
三

、
一

「

,



…

碁

の
羅

の
婆

・
・

四
貧

篁

・

蚕

二

六
四

㎜

肇

の
部
馨

を
成
立
せ
、
め
・父
錯
せ
し
め
・
事
・
一

て
見
れ

・
・
藤

患

・
・
而
・
て
部
弥
肚
會
の
分

、

霧

綜
ざ
云
ふ
聲

さ
・
・
れ
ば
蘇

會
・
誓

得
・
・
て

、
そ
れ
・
・
す
し
も
蜷

嚢

の
窺

を
候

「た
ぬ
ご
思
ふ
.

。
オ
。
に
、・
れ
は
、
各
部
盆

倉
が
之
・
相
撃

・
罐

屈

み
・
且
つ
此
等
の
欝

の
中
震

　る
者
目
。
が
答

の
爲
に
必
要
に
・
て
墾

的
…

　

磐

、
肇

の
結
肚
・
暴

ら

一
の

.
ほ
　　
ら

ゆ
ま

ニ
け

　、。
.
..陣罵
.、
奮

至

り
、
從
ひ
て
譲

審

翁

和
が
・

・
.
然
・
…

警

・
結
禦

自
ら

に
摩

る
欝

を

の
み
噛

す
、
蛮

。
難

よ
り
鑑

・
他
の
藷

・
侵
華

蒋

・
結
肚
・
錯
綜
・
調
和
あ
墨

嬰

形
成

。
難
。
。
然
讐

、
、
私
は
思
・
、
郎
君

會
・
分
化
ミ

進
・
ば
・
各
答

の
蜷

は
和
綴

の
も
の
に
て
も

.

自
ら
蕎

か
ら
塗
笹

會
の
統

【
が
形
成
せ
ら
る
ぞ

、
各
審

・
機
聾

蕎

有
…

な
り
や
・
峯

に
水

霜

攣

る
も
。
。
り
や
。
第
二
姦

曇

有
す
・
に
遍
享

、
相
撃

・
碁

器

偏

す
べ
き
標
準
も
考

へ
得

ら

れ

阻

。

、

　

最

後
に
個
人
的
猿

.に

響

を
繋

る
。
個
人
的
馨

は
・
れ
が
塑

的
羅

援

牧
せ
ら
れ
蓋

然
存
奪

皿
ざ
る
か
、
,
れ
が
無
限
に
努

・
ら
れ
た
る
時
に
全
艦

會
・
統

ぼ

葎

・
ら
れ
・
・
例

へ
罠

族
が

「
切
の

皿
大
幣

ぜ
凝

し
。
`
云
ふ
程
に
、
審

の
團
結
・
形
成
・
・
臨

、
進
み
・
各
個

人
間
個

人
乞

て
の
馨

な
-

」く
。
y
援

の
成
員
ご
し
。、
の
交
渉
の
み
が
行
は
・
・
2

整

・
・
、
砦

に
舎

て
は
・
露

霜

の
調
和

を
麟

。
。
き
何
も
の
も
無
い
.
撚
れ
ざ
も
更
に
軸
じ
・
、
個
人
的
蓉

が
統

】
的
羅

・
聾

て
成
立
著

し

「

,



㎏

、
そ
の
間
の
紐
禁

極
め
て
力
弱
き
も
9

ぼ

、
同
警

建

ま
で
・
姦

の
人
々
の
間
に
錯
綜
す
る
事

～.、な
れ
ば
、
食

器

・
塗

が
蕎

人
的
馨

に
　

・
殊
・
る
老

瞼
が
無
い
・
五
月人
の
舞

生
活
の
安
固

一
が

議

。
霰

に
よ
り
轡

.。
翼
如
く
、
蓉

・
霰

は
ま
・
霧

雲

督

し
て
馨

生
活
の
安
固
を
籍

す

,

」る
.
然
ら
τ

。
、
藷

人
的
蓉

が
英

の
問
・
於
け
・
聖

、
ヌ
生
命
を
以
て
相
許
す
馨

霧

雲

間
に

　
　

諮

る
が
。
,、
に
成
立
せ
よ
、
薙

會
の
塗

は
此
馨

鶉

手
が
共
・
他
・
砒
薯

離
・
・
傾
向
　

隈

危
,
せ
ら
る
あ

・ぜ
見
る
.
鹿

の
窪

、
審

欝

の
増
加
は
会

の
個
人
的
馨

の
綱
を
無
限
嬉

加

コ擁

綜
せ
し
め
、而
、
其
網
織

め
一て

一
驚

墓

・
、
・
餐

、に
郎
君

會
雰

枕
箱

伸

へ
る
糧

に
し
て
・

一
而
。
。
譲

審

。
堕

・
爲

に
同
様
な
・
方
向
・
向
ひ
て
駕

す
・
・
加
之
・
雰

答

の
錯
綜
が
鑑

的
結

ぶ
・
こ
し
て
坐
雛

會
・
團
替

寄
興
す
・
謹

既
・
之
姦

べ
る
が
・
指

人
的
結

合
も
訪
英
獲
達
の
極
度
に
於

一
て
は
、
そ
旨

籍

纏

、
ゆ
あ

み
な
ら
す
、其

冒

的
・

…

、
幾

的
・
無

的
に
・
階
級
的
に
議

業

　的
に
遠
き
距
離
の
人
々
を
相
結
び
其
賛

…

、
相
・
芒

て
諺

乏
し
き
郎
君

會
を
縫

ひ
什
け
て
全
艦
肚

「會

の
團
結

に
寄
與
す

る
事
を
も
考

へ
…得
る
。

此
。
如
、
統

扇

羅

に
就
い
て
見
れ
ば
、
部
君

會
雰

化
の
鯵

莚

む
ほ
く

叉
は
部
分
暴

の
楚

に
小
要

る
ほ
こ、
霧

答

・
羅

譲

保
・
ら
れ
、
個
人
的
結
倉

就
・
て
見
れ
菱

そ
れ
が
超

ま
で
に
縮

.

少
し
て
皆
無
に
誓

か
、
燃
草

綴

度
・
課

し
・
無
限
の
隷

を
許
す

ほ
・荒

全
謄

會
の
鍵

が
加

へ
ら

れ
る
。
贅

。
同
欝

に
、
て
而
も
簸

な
・
ほ
・
、
云
瞥

油
倉
・
低
級
・
し
・
琵

の
馨

委

し
〆、蕃

書

。
團
結
。
婆

第
西

巻

(第
.扇

=
ハ五
二

六
五

,



書

の
羅

の
婆

・

筆

馨

童
.
竺

占ハさ

=
八六

的
密
度
の
稀
薄
な
・
摩

、、
部
分
肚
霞

小
暫

し
菱

個
人
的
蓉

は
統

一
的
團
結

の
中
景

散
せ
ら
れ
る
・

=
、
痴

へ
ば
擾

の
如
薩

曾

脅

て
、
繕

啓

の
統

】
萎

固
な
・
を
得
た
る
質

で
あ
る
・
琵

の
獲

癒

に
俘
ひ
て
北
原
・
的
馨

緩

響

・
砦

.
而
・
肚
會
・
人
昊

に
し
て
賢

の
養

的
な
る
も
の
を
霧

　蕪

鮎
懸

蘇
無
銚鋪
辮
鞭鞭
難

隷

議

[

綾

か
の
其
郎
君

會
の
團
結
憲

弛
撃

・
に
拘
は
ら
す
、
依
馨

し
て
保
持
せ
ら

る
毒

を
得
る
の
で
あ
る
・

…
勿
論
現
代

。
於
・
も
、
此
種
々
な
・
蓉

の
綱
の
交
錯
が
雰

・
行
は
れ
た
豊

五
ふ
の
で
は
讐

・
撚
れ

喜

・

　難

鹸
蜷
纏
難

9
μ編
擁

惣

叢

難

齢
庶総
.

『
し
謹

せ
ら
れ
、誉

は
部
分
聖

謄

會
例

へ
ば
國
欝

の
墨

の
冷
…濃

・
近
づ
暴

す
ら
も
馨

し
得
る
・

た
～
全
雑

曾
の
團
結
が
滝

・
蓬

異

・
鋸

警

乗
・
婁

綴

じ
來

・
や
三
夏

黙
・
聞
し
て
は
・
未

寄

等
の
璽

を
も
下
し
得
・
・
姦

秘

從
來
そ
の
趨

を
説
・
た
・
も
の
は
あ

る
・
而
も
検
し
來
る
に
奪

、

」+
分
の
積
極
的
纏

あ
・
畢

、
蕎

鍔

事
實
・
於
・
秦

・
過
ぎ

・
.」れ
甚

の
進
葬

進

歩
の
問
.題
に
於
け
る
ご
同
じ
-
、
永
久
呆

饗

・
盟

巳

て
蟹

ゑ

き
も
の
で
は
な
か
ら
　
か
・
垂

準

鱒

鍵

薮

籍

ゆ轍誓
講

離

離
嚢

腫
雲

華

讃

・・

9


